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3.1.6. 医療・健康情報 
少子高齢化が急速に進むで、面積が北海道に次いで広い岩手県では、病気やその後のリハビリレーションで医療
施設やリハビリテーション施設に通うのも大変である。このような状況下において、医療・健康に関する情報化と
遠隔対応は非常に重要なテーマであることから、本講座でも積極的に取り組んでいる。その一つとして、遠隔リハ
ビリテーション指導の研究を進めている。これまでに、マイクロソフトの KINECT を利用して脳血管疾患患者の身
体の歪み測定行ってきた。 
脳血管疾患における障害は，損傷された脳の部位や程度により様々であるが，主な障害としては片麻痺と高次脳
機能障害に分かれる．片麻痺の場合，麻痺している側の筋肉が弱くなっていることから，そちらの側に身体が傾い
てしまう．また，筋緊張異常により，手や足が引きつってしまう症状だけでなく，時には上体の筋肉が痙縮してし
まうこともある．腕や足の関節の角度の測定は分度器や定規を当てる等して容易に計測可能であるが，身体が傾い
た状態，更にそれに捻じれが加わった状態を分度器や定規で測定するには高度なノウハウが必要と言われている．
同様に上体を脱力した時の背骨の曲がり具合を測定することも難しい．そのため、KINECT を利用して、前屈、傾
き、捻じれについて計測することとした。各測定例を図 15 に示す。ここで、前屈については、正面から計測すると
洋服の前へのたるみを計測してしまうことから、背面から計測することとした。 
 
 
(a) 前屈の測定例 
 
(b) 傾きの測定例 
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(c) 捻じれの測定例 
図 15. 体幹の歪みの測定例 
 
遠隔による健康管理としては、睡眠時無呼吸の検出および睡眠時の見守りの研究を進めている。遠隔による医療・
健康管理と並行して、院内の情報化の研究として、人体通信タグを利用した医療過誤システムや点滴セットの抜去
監視システムの開発を進めている。 
 
3.1.7. その他の研究 
本講座では、前述の研究だけでなく、E コマース分野では従来からある協調フィルタリングではなく、人と人の
親しさを考慮したレコメンデーションの研究を行っている。また、コミュニケーション支援として、ＰＣやインタ
ーネットに不慣れな人や難解な役所用語に不慣れな人を支援するためのコールセンタのオペレータと連動した電子
申請システム、友達つくりに悩んでいる新入生を支援するためのオフライン SNS を利用した友達つくり支援システ
ム、などの研究開発を行っている。 
 
  
